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本
年
４
月
下
旬
か
ら
安
八
町
内
で
、
夜

間
路
上
駐
車
し
て
い
た
車
両
か
ら
、
現
金

等
が
盗
ま
れ
る
と
い
う
事
案
が
連
続
し
て

発
生
し
ま
し
た
。

　
車
内
か
ら
物
を
盗
む
の
に
か
か
る
時
間

は
、
わ
ず
か
１
分
。

　
車
上
狙
い
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
キ
ー
を
抜
き

　
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
駐
車
す
る
と
き
は
、
車
内
に
物
（
貴
重

　
品
・
金
銭
・
E
T
C
カ
ー
ド
・
携
帯
電
話
・

　
カ
バ
ン
等
）
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま

　
し
ょ
う
。
ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ゴ

　
ン
等
は
荷
物
を
覆
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ

　
う
。

○
警
報
装
置
な
ど
の
盗
難
防
止
機
器
を
使

　
用
し
ま
し
ょ
う
。

○
特
に
夜
間
駐
車
す
る
と
き
に
は
、
で
き

　
る
だ
け
明
る
い
と
こ
ろ
に
駐
車
し
ま
 

　
し
ょ
う
。

　
近
年
、
警
察
や
入
国
管
理
局
の
取
締
ま

り
が
強
化
さ
れ
、
来
日
外
国
人
の
犯
罪
は

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
、
我
が

国
に
は
不
法
滞
在
者
（
不
法
残
留
者
、
不

法
入
国
者
及
び
不
法
上
陸
者
）
が
９
万
か

ら
　
万
人
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

10
　
そ
の
多
く
が
不
法
就
労
活
動
を
行
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
不
法
滞
在
、
不
法
就
労

防
止
の
た
め
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
外
国
人
を
雇
用
す
る

　
　
　
事
業
主
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い
】

　
働
く
資
格
の
な
い
外
国
人
を
雇
用
し
た

場
合
は
「
不
法
就
労
助
長
罪
（
３
年
以
下

の
懲
役
、
又
は
　
万
円
以
下
の
罰
金
）」
と

300

し
て
処
罰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
外
国
人
を
雇
用
す
る
前
に
、
次
の
証
明

書
等
を
確
認
し
、
併
せ
て
「
残
留
資
格
」

「
残
留
期
間
」
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）

○
外
国
人
登
録
証

○
就
労
資
格
証
明
書

○
資
格
外
活
動
許
可
証

　
ま
た
、「
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業

務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
」
で
は
、

特
定
の
風
俗
営
業
等
を
営
む
者
は
、「
残

留
資
格
」
等
の
確
認
記
録
を
作
成
・
保
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
併
せ
て
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

安八交安八交番番

だよだよりり
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平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
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救
急
蘇
生
法
（
心
肺
蘇
生
法
）
の

　
　
　
　
　
　
　
手
順
が
一
部
変
更
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
し
た

車
上
狙
い
に

注
意
　!!

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

・変更になった経緯

　救急蘇生法（心肺蘇生法）は、容態が急変した人の命を守り救うために必要な知識と手技の

ことで、国際的なガイドラインの改訂により手順の一部が変更されました。

　大垣消防組合では救急蘇生法を学べる救命講習を行る救命講習を行っていますので、是非受講してください。

・心肺蘇生法の変更前と変更後　

変更変更後後変更変更前前

反反応がなけれ応がなければば
①近くの人に119番通報とAEDの手配①近くの人に119番通報とAEDの手配をを
依頼する　依頼する。。
②②気道確保をせず気道確保をせずにに呼吸の確認を1呼吸の確認を100秒秒
以内にみる　以内にみる。。
（胸と腹の動きをみる（胸と腹の動きをみる））

反反応がなけれ応がなければば
①近くの人に119番通報とAEDの手配①近くの人に119番通報とAEDの手配をを
依頼する　依頼する。。
②②気道確保をしてか気道確保をしてからら呼吸の確認を10呼吸の確認を10　
　秒以内にみる秒以内にみる。。
（見て、聞いて、感じて（見て、聞いて、感じて））

呼吸の確呼吸の確認認

③普段どおりの呼吸がなけれ③普段どおりの呼吸がなければば
　すぐに胸骨圧迫30すぐに胸骨圧迫30回回
強く（少なくとも５㎝以上押す　強く（少なくとも５㎝以上押す））
速く（少なくとも100回/分以上　速く（少なくとも100回/分以上））
絶え間なく（連続30回　絶え間なく（連続30回））

④④胸骨圧迫、連続30回が終わったら、胸骨圧迫、連続30回が終わったら、　
気道確保と人工呼吸２　気道確保と人工呼吸２回回（省略してもよい）（省略してもよい）

（その後、胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返し行う（その後、胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返し行う））

③普段どおりの呼吸がなけれ③普段どおりの呼吸がなければば
　人工呼吸を２回（省略してもよい人工呼吸を２回（省略してもよい））

心臓蘇心臓蘇生生 ④④人工呼吸をしたら、すぐに胸骨圧人工呼吸をしたら、すぐに胸骨圧迫迫
（その後、胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返し行う（その後、胸骨圧迫30回と人工呼吸２回を繰り返し行う））

⑤AEDの小児用電極パッドを貼る対象⑤AEDの小児用電極パッドを貼る対象はは
　おおよそ６歳（未就学児）くらいまでおおよそ６歳（未就学児）くらいまで。。
乳児に対してもAEDを使用できる　乳児に対してもAEDを使用できる。。
小児用パットがなければ成人用を使う　小児用パットがなければ成人用を使う。。
成人に小児用パットは使用しない　成人に小児用パットは使用しない。。

⑤⑤AEDの小児用電極パッドを貼る対象AEDの小児用電極パッドを貼る対象はは
　１歳以上８歳未満１歳以上８歳未満。。
乳児に対してはAEDを使用しない　乳児に対してはAEDを使用しない。。ＡＥＡＥＤＤ

普通救命講習、一般講習などの申し込みは、随時、受け付けていますのでお申込みください。

不明な点や疑問がありましたら、下記へご連絡ください。

大垣消防組合　中消防署　東分署　緯６２・６８１９

安 八 交 番 だ よ り　＆　消 防 署 だ よ り


